






















〔緒言〕 

 吸畷,捕食,咀嚼,嚥下など摂食機能は,生命維持のための栄養を摂るという点で,人間の

基本的,本能的な行動である。そして,このような摂食機能の発達を基盤にして,人間特有の

機能でもある発語・発声,表情の表出といった,より高度な機能への分化にも関連している。 

 近年,わが国では,食物を“噛まない子",“噛めない子",“上手に呑み込めない子"など,

摂食機能上に問題あるこどもが話題となり,幾つかの報告がされている。厚生省も昭和 60

年の乳幼児栄養調査では,食物のかみ方として調査をおこない,3 歳後半児で「堅いものが

噛めない」が 6.4%,「噛んでも呑み込めずに口に溜めたり出してしまう」が 8.0%,「よく噛

まず丸のみする」が 10.0%と報告している。このような摂食機能に問題が生じる原因の 1

つは,この機能の発達の臨界期とも云われている離乳期にある。即ち,この時期に,口顎系器

官の発達に応じた硬さの食物を与え,適応と訓練を図ることが必要である。また,例えこの

時期に基本的な摂食機能が獲得されても,その後の幼児期にも正しい機能が維持されてい

ることが必要である。 

 近年,この時期のこども達が好んで食べる食品は,□あたりが良くソフトな食品となって

いる。食品が軟食化すれば咀嚼が減退し,唾液の分泌量は低下する。そのため口あたりは悪

くなり,嚥下が円滑でなくなる。そのため,脂肪を加えて口あたりを良くしようとする。即

ち,食品の軟食化と高エネルギー化は関連している。 

 空腹感,満腹感のメカニズムは,血液中の血糖濃度を肝臓に存在する糖受容器がキャッチ

して視床下部の摂食中枢,満腹中枢を制御することになる。よく噛まず,丸のみして食事時

間を十分にとらないと,満腹中枢が刺激されず多食する傾向となる。一般に肥満者(児)に

「早食い」,「よく噛まず丸のみする」と云われている。肥満となる原因については,様々

な面から検討されているが,今日の肥満児の増加と食生活の変化にともなう摂食機能の問

題性とは何らかの関連があることが考えられる。この点を明確にした報告がみられない。

そこで,このような検討を行なうに際しては,今日一般に云われている摂食機能に問題ある

こどもの実態が未だ十分検討されていない。 

 摂食機能に問題あるこどもの実態を調査する際,日常の食事行動を通しての観察が重要

であり,したがって,一般には母親あるいは保母,養護教員によるアンケート調査によって

行なわれる。この種のアンケート調査の際,その実態を不明確にしているのは,摂食行動の

観察の視点,表現法が回答者により異なることである。例えば“噛めない”と,“噛まない"

では,問題が発生してきた背景が異なっているにもかかわらず,一般には無意識のうち区別



価出来るアンケート項目を作成することをねらいとして 2,3 の検討をおこなった。と同時

に,摂食機能を表わす設問間の関連性を検討し,問題行動の類型化を検討するため,主成因

分析をおこなった。そして類型化をもとに,摂食行動に地域的な差異があるかをも検討した。 


